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式
や
レ
ポ
ー
ト
指
導
の
方
法
も
様
変
わ
り
し
ま

し
た
。
ゼ
ミ
生
と
の
連
絡
は
ラ
イ
ン
や
ス
ラ
ッ

ク
、
資
料
は
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
、
ク
ラ
ウ
ド
で
フ

ァ
イ
ル
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

複
数
で
チ
ャ
ッ
ト
し
な
が
ら
共
有
フ
ァ
イ
ル
で

作
業
で
き
る
の
で
、
い
つ
ど
こ
で
も
、
バ
ー
チ

ャ
ル
で
ゼ
ミ
を
出
来
る
わ
け
で
す
。
し
か
し
、

だ
か
ら
こ
そ
、
定
期
的
に
直
接
会
っ
て
話
す
こ

と
の
意
義
が
一
段
と
大
き
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

会
え
ば
、
い
き
な
り
深
い
と
こ
ろ
ま
で
行
け
る

の
で
成
果
も
大
き
い
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
ハ
ー

ド
ル
が
高
く
な
る
の
で
、
便
利
さ
イ
コ
ー
ル
安

易
さ
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
誌
に

そ
の
成
果
が
反
映
す
る
ま
で
、
ま
だ
も
う
少
し

時
間
が
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
見
守
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
有
難
く
存
じ
ま
す
。	（
井
上
）

　
国
文
白
百
合
51
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
回

は
四
編
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
新
た
な
半
世

紀
に
向
け
て
の
最
初
の
一
歩
と
な
り
ま
す
。
新

た
な
、
と
言
え
ば
、
近
年
で
は
ゼ
ミ
の
発
表
形

国
文
白
百
合
投
稿
規
定

一
、‌‌
本
誌
へ
の
投
稿
資
格
は
、
白
百
合
女
子

大
学
国
語
国
文
学
会
会
員
に
限
り
ま
す
。

一
、‌‌

投
稿
論
文
の
採
否
に
は
、
本
誌
編
集
委

員
会
が
あ
た
り
ま
す
。

一
、‌‌

投
稿
論
文
の
枚
数
は
、
四
百
字
詰
原
稿

用
紙
三
十
枚
を
原
則
と
し
ま
す
。

一
、‌‌

投
稿
論
文
の
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

一
、‌‌

投
稿
論
文
は
、
正
副
合
わ
せ
て
二
部
お

送
り
く
だ
さ
い
（
コ
ピ
ー
で
も
可
）。

一
、‌‌

本
誌
五
十
二
号
（
令
和
三
年
三
月
刊
行

予
定
）
の
投
稿
締
切
は
、
令
和
二
年
九

月
二
十
五
日
で
す
。

一
、‌‌

投
稿
論
文
の
送
付
先
は
、
白
百
合
女
子

大
学
国
語
国
文
学
科
研
究
室
で
す
。
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